
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

失
業
等
給
付

第
三
章

失
業
等
給
付

第
一
節
〜
第
六
節
の
二

（
略
）

第
一
節
〜
第
六
節
の
二

（
略
）

第
七
節

雇
用
継
続
給
付

第
七
節

雇
用
継
続
給
付

第
一
款

（
略
）

第
一
款

（
略
）

第
二
款

削
除

第
二
款

育
児
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
十
一

第
百
一
条
の
十
五
）

第
三
款

介
護
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
十
六

第
百
一
条
の
二
十
）

第
三
款

介
護
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
十
六

第
百
二
条
）

第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
二
十
一

第
百
二
条
）

（
新
設
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

（
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
）

（
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
の
届
出
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
主
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
資
格
取
得

届
に
労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
当
該
適
用
事
業
に
係
る
被
保
険
者
と
な

つ
た
こ
と
の
事
実
及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

事
業
主
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
資
格
取
得

届
に
労
働
契
約
に
係
る
契
約
書
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
そ
の
他
の
当
該
適
用
事
業
に
係
る
被
保
険
者
と
な

つ
た
こ
と
の
事
実
及
び
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
年
月
日
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
一
項
に
規
定
す
る
期
限
か
ら
起
算
し
て
過
去
三
年
間
に
法
第
十
条
の
四
第
二
項
（
法
第
六
十
一
条
の
六

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
納
付
の
命
令
を
受
け
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
事
情
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三

第
一
項
に
規
定
す
る
期
限
か
ら
起
算
し
て
過
去
三
年
間
に
法
第
十
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
同
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
失
業
等
給
付
の
返
還
又
は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
の
納
付
を
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た

こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

四

（
略
）

四

（
略
）

５
〜
８

（
略
）

５
〜
８

（
略
）

９

第
一
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
（
事
業
年
度
（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
三
条
及

び
第
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
年
度
を
い
う
。）開
始
の
時
に
お
け
る
資
本
金
の
額
、
出
資
金
の
額
若
し
く
は
銀

行
等
保
有
株
式
取
得
機
構
が
そ
の
会
員
か
ら
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三

年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
同
条
第
一
項
の
当
初

拠
出
金
の
額
及
び
同
条
第
三
項
の
売
却
時
拠
出
金
の
額
の
合
計
額
が
一
億
円
を
超
え
る
法
人
、
保
険
業
法
（
平

９

第
一
項
の
届
出
は
、
特
定
法
人
（
事
業
年
度
（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
三
条
及

び
第
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
年
度
を
い
う
。）開
始
の
時
に
お
け
る
資
本
金
の
額
、
出
資
金
の
額
若
し
く
は
銀

行
等
保
有
株
式
取
得
機
構
が
そ
の
会
員
か
ら
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三

年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
同
条
第
一
項
の
当
初

拠
出
金
の
額
及
び
同
条
第
三
項
の
売
却
時
拠
出
金
の
額
の
合
計
額
が
一
億
円
を
超
え
る
法
人
、
保
険
業
法
（
平

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
八
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条
並
び
に
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四

十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
三
並
び
に
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信


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